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特集
基幹病院で学ぶ  皮膚外科の妙技まるごと一冊！
責任編集：伊藤 周作（日立総合病院皮膚科）
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化粧嫌いのコメンテーター……
本誌特集企画の立案から構成まで，珠玉の一冊を作り上げる野村有子先生の最新特
集ができ上がりました．テーマの性格上，先生はCOIを何より考慮され，商業ベース
に流されず，しかし読者の先生方に理解が容易になるようギリギリのバランスを熟慮
された労作です．先生は皮膚科一般診療の域に留まらず，美容，コスメ，スキンケア
までまさに皮膚を知り尽くしたスペシャリストです．他方，筆者は真逆の皮膚科医で，
そもそも筆者の若い頃なんぞ男性が化粧をするなど稀で，忌野清志郎と坂本龍一ぐら
いでしたが，当然若い読者は何のことかわからないでしょう．
筆者が化粧を体験したのはごく最近です．地元テレビの情報番組出演のためノコノ
コと放送局に出向くと，あろうことか事前にメイクをするとの通告．即刻楽屋に拉致
されメイクアップアーティストに何やら怪しげ？なシロモノを二重三重にも塗布され
ました．「これぞ正真正銘，重層療法である」などと考えているうちにほどなく終了．
前の鏡には何だか自分に似た色白の不気味な男がニヤニヤ笑っています．番組テーマ
はスキンケアですが，すでに綿密な台本が用意され，それをプロンプターで読むだけ
です．余計なことは口走るな！との注意を受けるのは，筆者のよからぬ気配を感じ放
送事故を恐れたのでしょう．リハーサルでは台本を見て喋るなんぞ赤子の手を捻る如
き容易い行為であり，あまりにつまらぬので CM前に“次はお天気！”などとアドリブ
をかますとディレクターから大目玉．本番では台本を忠実に再現することを確約させ
られますが，「もし司会者からアドリブで質問されたら？」と問うと「そこはご自由に
……」とのこと．本番中，“さすが皮膚科医の先生は肌が綺麗ですね～！”と司会の男性．
すかさず“メイクさんのお陰です”と答えるとスタジオ大爆笑．ただ，この時顔に塗ら
れた怪しげなシロモノが，ちゃんと科学的根拠をもつダーマコスメだったらコメント
は違ったはずで……，ちょっぴり後悔します．
今回野村有子先生の力作を拝読し，ダーマコスメに自信満々となりました．テレビ
出演のオファーを虎視眈々と待つ毎日です．　　　　　　　　　　　　　（安部 正敏）

→詳細は p.659参照
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